
 

 

 

楽しかった夏休みも終わり、まもなく始まるに名東祭に向けての準備が進んでいますね。勉強、

部活動、学校行事と、忙しくも充実した 2 学期になることでしょう。 

 

 名東高校は、世界各国から短期・長期の留学生や、学校訪問の高校生などが来校、滞在します。 

さまざまな機会を活用して異文化を体験し、豊かな高校生活を送ってください。 

今後とも名東高校の国際教育推進プログラムに協力・参加をよろしくお願いします。 

 

 

  

 

７月８日火曜日、国教センターにて International Day を実施しました。LANSCA の先生、留学生、そして国

際英語科・普通科合わせて５０人以上の生徒が参加してくれました。 

 

この日は、外国語研究部が司会進行を務め、はじめに２

名の留学生がプレゼンをしました。１年間の留学を終える

オモタヨは、留学生活を通して感じた日本とデンマークの

文化の違いについて発表しました。日本では「ありがとう」

の言葉が頻繁に使われるということを、画面に飛び交う

「ありがとう」の文字で効果的に表現したスライドは、聴

衆の心を掴みました。４月に名東高校に仲間入りしたピー

スは、母国タイの紹介をしました。来日して３か月とは思

えない聞きやすい日本語で、タイの気候や食べ物という一

般的な情報から、女子高校生必携アイテムやタイの学校の

スポーツフェアの大掛かりな応援演舞などのレアな情報

に至るまで、盛りだくさんの内容を伝えてくれました。 

留学生２名は、この日のためにプレゼンの資料を用意したり、日本語を練習したりして、留学の成果を発揮して

くれました。 

 

次に、外国語研究部の考えたクイズをチーム対抗で楽しみました。そして、７月末で任期を終えるバオ先生と帰

国を控えたオモタヨへの惜別のメッセージとプレゼントを贈りました。 
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国際教育推進部 

留学生の２人や Bao 先生 Paul 先生

とおしゃべりしたよ！！！ 

 

  

 

 


